
草津川跡地公園整備について

滋賀県草津市 草津川跡地整備課

～川の流れを 人の流れに～
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天井川であった頃の旧草津川

周りの家屋よりも高いところを、川が流れている。

市民に愛された桜並木
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、草津川跡地にかかる歴史や経過について説明させていただきます。
今は、公園となっておりますが、整備する前は公園の名前にもありますとおり、草津川として利用をしておりまして、この川については、非常にめずらしい天井川でありました。
この写真は、周りの家屋よりも高いところを川が流れている写真となります。
★廃川のなった後も桜並木として市民に愛されていた場所でもあります。



天井川であった頃の旧草津川

鉄道（ＪＲ東海道線）の上を、川が流れている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらの写真についても、鉄道の上を川が流れている状況となっております。この写真からもわかりますとおり、鉄道や家屋よりも高いところに川が流れておりました。



江戸時代は、河床からも屋根
が見える程度の堤防高
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この家屋よりも高いところに川が流れている「天井川」としては、江戸時代中頃からであったと考えられております。
こちらは、歌川広重が描いた浮世絵であり、この絵からもわかるように、旧草津川の天井川化が顕著になるのは江戸時代からとされており、この時においても河床から屋根が見える程度の堤防高となっておりました。




昭和３９年 5

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、昭和３９年時の大雨時に発生した旧草津川の堤防が決壊したときの状況写真となっております。
場所については、草津駅前側にあります現在の草津川跡地公園（区間５）の場所となります。



平成７年 大雨時
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、平成７年の大雨時の旧草津川の状況写真となります。もう少しで堤防から水があふれ出てしまう状況となっております。
ここは、琵琶湖側にあります、現在の草津川跡地公園（区間２）の場所となります。



草津川
約5.5km

草津駅
南草津駅

琵琶湖

比叡山

京都方面

旧草津川

JR東海道線

草津川跡地
約7.0km草津市役所
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
旧草津川においては、平成１４年まで川として利用してきましたが、★平成１４年に草津川に通水が開始されたことにより、★旧草津川は廃川となりました。
そのあと、残されたのが約７ｋｍある草津川跡地となりました。



市役所

琵琶湖

草津駅

駅西エリア

本陣周辺エリア

駅東エリア

本陣

草津宿本陣
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この草津川跡地の場所については、東海道と中山道とが出会う合流地点に位置しており、近くには草津宿本陣があり、歴史的な施設もあります。
また、JR東海道線もはしっており、草津駅を起点として駅東エリア、駅西エリア、本陣周辺エリアと分れております。このあたりは、草津市の中心市街地のエリアであり、JRと草津川跡地で分断されていたことにより、駅東エリアはマンション等の住宅開発が進み、駅西エリアついては、商業店舗等の開発が進んでおり、本陣周辺エリアについては、大きな開発もなく、昔の面影を残している反面、駅東・駅西エリアと比べると、人の往来が少なくにぎわいが少ない状況となっております。これらエリアの中心となるところに草津川跡地があり、この跡地利用により、今後の中心市街地の発展がどのようになるのかの起点となっておりました。



廃川となった草津川跡地

「どう空間活用するか」がカギとなる！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この状況の中で、廃川となった草津川跡地の空間をどのように活用していくかがカギとなりました。



草津川跡地公園の

利用計画と管理運営

について
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは、草津川跡地公園ができた経過と管理運営について説明させていただきます。



平成２４年度
空間デザインについて
のワークショップ

平成２５年度

基本計画を策定

基本設計

平成２６年度

詳細設計 ・ 関係機関との調整

平成２７年度

平成２８年度

工事着手

平成２９年４月１日 供用開始！！

平成２３年度 草津川跡地利用基本構想を策定

公園での市民活動に
ついてのワークショップ

■草津川跡地利用計画の流れ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初は「草津川跡地の利用計画」についてです。
草津川跡地は、市の中心市街地に位置し、広大な土地ですので、その利用については、市の様々な計画において、検討されていました。
草津川跡地整備については、様々な計画を踏まえ、平成２３年に草津川跡地利用基本構想を策定しました。
そして、平成２４年から空間デザインや緑の計画のワークショップやフォーラムを行いながら、基本計画を策定し、その後、平成２５年に基本設計を行いました。その後、詳細設計や関係者との調整を経て、工事着手をし、平成２９年４月１日に供用開始をしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
草津川跡地については、６つの区間に分け、そのうち区間２と区間５が公園として供用開始しました。残りの区間については、今後整備をしていく予定です。
なお、各区間ではそれぞれ整備テーマを設けています。



注：区間①は、河川区域として滋賀県管理となるため本計画の対象範囲外としました。
図面は、基本構想時のものを参考として添付しています。

■区間１－「河川環境を保全する緑の創出」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
区間１については、河川整備区間として、滋賀県におり琵琶湖や河川固有の自然環境を保全することとしております。



■区間２－「農と人の共生」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
区間２については、周辺農地がひろがっていることもあり、人と土とのふれあいや、農家と都市住民の交流の場なることをテーマとしております。



雑木林や草原の雰囲気の中で、健康づくり
や子育て、野外イベントができる自由な広
場です。

■区間３－「森と人の交流」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
区間３については「森と人の交流」をテーマとしており、都市環境に潤いをもたらす雑木林の再生をはかり、身近な自然に包まれ、様々な市民活動や健康づくり・スポーツに親しめる場を整備することとしております。



遊歩道、自転車道、そしてクルマの道路が、安
全に快く共存できる空間です。

見通し良く、柔らかで自然なライン、植栽デザイ
ンにより道沿いの緑軸を形成します。

■区間４－「環境と人の共生」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
区間４については「環境と人の共生」として、隣接する公園との一体整備に際して、人の営みと自然が調和する環境共生方に都市づくりを進めてまいります。



■区間５－「人と人の交流」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
区間５については、「人と人の交流」をテーマとし、ガーデンミュージアムの拠点として、各種ガーデンの合間に様々な集客施設を配置し、中心市街地や草津宿の一体となって、市内外の人々が集い、楽しめるにぎわい空間を整備しました。



東海道が草津川と並行していたあたりの
歴史を思い起こせるように、木戸門、園路
灯、園路、そして植栽にも、自然な“和”の
空間を演出します。

栗東市区域については、今後、栗東市と共に検討を重ねて
事業化に向けて進めていく予定。

■区間６－「時と人の出会い」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
区間６については、　「時と人の出会い」をテーマとして、時を超えて、人が行きかう環境を活かしながら、草津の歴史と未来をつなぐ安らぎ空間を整備してまいります。



■草津川跡地整備計画における他機関との関連について
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、公園整備に行ってきました、スケジュールとなっております。公園を整備するにあたっては、市民のみなさんや、民間事業者等の方との協働で設計段階から関わっていただいておりました。
平成２４年度から平成２６年度にかけて基本設計・実施設計を実施しており、その時に複数回、市民や事業者等とともにワークショップを開催して、そこで意見をいただいた内容について設計で反映したり、現場において調整をしてまいりました。平成２６年度から平成２８年度にかけて公園整備工事を施工しはじめながら、草津川跡地公園において活動いただける市民団体などを結成いただき、平成２９年４月１日に公園をオープンしました。



■基本設計での市民ワークショップ

H24～H25

プロジェクト市民ワークショップ

全3回 参加人数209名

ガーデンデザインワークショップ

全3回 参加人数122名

隣接地権者説明会ワークショップ

全4回 参加人数71名

総参加人数402名 20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらについては、ワークショップの状況写真です。
総参加数で４０２名の方が参加いただきました。



■ワークショップで抽出された市民の意見
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ワークショップ時に抽出された市民の意見をまとめたものがこちらの画像となります。



《施設構成図》 管理棟床面積：267.69m2, トイレ棟床面積：52.52m2, 合計：320.21ｍ2
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらについては、市民から意見があった内容を反映した管理棟の機能を反映したものでございます。
いろんな講座や教室を開催したいといく意見もあったため、多目的活動室を確保したり、展示ギャラリーのスペースを確保したりしております。



■地域・市民との施工段階からの連携が新しい公園を育てる

湖南農業高校によるステップガーデン 施工風景 ガーデニングサークルによる施工風景

管理棟前市民ガーデン 公園で行った市民フォーラム 23



■ ２．草津川跡地公園の管理運営
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、「草津川跡地の管理運営」についてです。
草津川跡地整備事業の効果としては、人口減少社会の到来を見据え、草津にしかない資源を活かした地域活性化を図るとともに持続可能な都市経営を目指し、にぎわいとうるおい溢れるまちづくりを進めることです。草津川跡地公園を拠点に、商業や観光、イベントなどの民間事業者の利用が増加することで、公園内の収益（集客力や魅力、イメージ）が向上していくと考えております。

公園における民間事業者による「にぎわい空間創出」と市民活動や地域活動、日常利用などによる「うるおい空間創出」が相乗効果により、市の中心市街地にある草津川跡地公園に多くの人々が集まってもらうために、官民一体による持続可能な「草津川跡地公園」の管理運営体制を構築しました。

この管理運営体制は、草津川跡地公園管理運営会議と称し、民間事業者として「草津まちづくり㈱」、「日本観光開発㈱」、「草津商工会議所」、沿線地域のまちづくり協議会、利用団体として「くさねっこ運営チーム」や「草津市ガーデニングサークルグラッシー」、教育機関から立命館大学、県立湖南農業高校に参画いただいております。
参画しているメンバーが顔を合わせる総会は年２回程度ですが、「事業者」「緑の管理活動」「市民活動」といった３つの管理活動の各部会については、月１回程度会議・活動の日を設け、公園がより良くなるよう活動を行っていただいております。



■緑の管理活動部会 （ガーデニングサークル、教育機関）

●樹名板の製作

●リースづくり
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■市民活動部会（くさねっこ運営チーム、教育機関など）

●プログラムチーム

●サポーターチーム ●情報発信チーム
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民間活動エリア
Cブロック

民間活動エリア
Bブロック

民間活動エリア
Aブロック

■官民が協力した継続性を支える収益活動（区間2）

【コンセプト】
テーマ：「農でつなぐカラフルな暮らし」
・すべての人が楽しめる、身近な自然との接点になる場所。
街の傍らにある心癒される自然空間を実現する。

バーベキュー＆DAYキャンプ、緑と融合したガーデンショップ＆カフェなど、自然融合した
暮らしができるアーバンパークを目指している。 27

「安心安全の健康食材」
をコンセプトに、いちご摘
み取り体験施設やレンタ
ル農園、カフェなどを展
開。
「農業」に触れ、学び、楽
しむことのできる施設を
目指している。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
区間２においては、多くの人が訪れ利用される、にぎわいを生む公園とするため、民間の活力を活用させていただくため、市において、民間活動エリアをＡ・Ｂ・Ｃに3つのエリアを区分けして整地等を行い、そこに、民間事業者を募集し、にぎわい機能を有した施設等を配置させていただいております。
民間事業者による施設設置あたっては、基本テーマである「農と人の共生」に合致するものを条件としており、また、この事業で期待する内容としましては、大きく4つありまして、①公園のにぎわいを創出すること、②公園の価値や魅力を向上させること、③公園の景観を向上させること、④地域貢献を通し地域の付加価値を向上させることを期待しております。
写真にありますように、Ａブロックに花畑があり、またＢブロックにバーベキューサイトやデイキャンプサイト、季節の花や園芸ＳＨＯＰやカフェなどがあり、この施設は平成29年11月にオープンしたところです。
Ｃブロックにおいては、いちごの摘み取り体験ができる施設やレンタル農園、カフェなどが楽しめる施設が平成31年4月にグランドオープンしました。
今後は、多くの人に来園していただけるよう民間事業者と協力しながら盛り上げていきたいと考えております。



■官民が協力した継続性を支える収益活動（区間５）

都市利便増進協定区域

都市利便増進施設（テラス部分）

都市利便増進協定 民間事業者の誘致 市からの委託事業

・都市利便増進施設からの
収益を原資にテナント等と
連携した事業を展開する。

・民間事業者等に公園利用
ルールに基づき、事業を展開
する。

収益 収益収益

呼び水 呼び水

・市からの委託事業として
公園空間の魅力発信と
新たなプレイヤー発掘のた
めの事業を展開する。

連携により生まれた収益をエリアマネジメント活動に充当

【より魅力を発信するための民間の動き】
・テイクアウトメニューの開始
・営業時間の延長 28

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、区間５においては、市の中心市街地に位置し、多くの人が訪れ、にぎわいとうるおいを創出する公園とするため、民間の活力を活用しております。
市は造成と公園整備工事を実施しており、店舗は、都市再生推進法人の草津まちづくり株式会社樣が建築からテナント誘致（テナントミックス事業）を実施していただきました。



■公園の魅力向上と収益増加で継続的な公園経営を目指す

▲宿場まつり（４月）

▲熱気球イベントのＰＲ（７月） ▲野外での映画上映会（１１月） 29

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまで草津川跡地公園では、様々な公園の利用がなされてきました。



■民間活動エリア風景（区間２）

30



■草津川跡地公園（区間２）の風景

31



■草津川跡地公園（区間２）の風景（にぎわい活動棟）
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■草津川跡地公園（区間２）の風景（多目的広場）
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■草津川跡地公園（区間２）の風景（交差点広場）

34

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上のように、草津川跡地公園は、計画から供用開始までの段階において、ワークショップ等により行政・市民・学校・商業など多様な主体が参画し、オープン後の運営にも市民の参加を視野に入れた設計・施工を行いました。また、市民活動・事業者活動・緑の管理活動部会が連携する管理運営会議を設け、公園での多様な活動をサポートする運営体制を整えており、計画段階から管理運営まで市民、企業、行政等の多様な主体が連携した質の高い公園づくりが高く評価されております。
また、後程現地で施設等をみていただければと思います。



ＪＲ草津駅

niwa+

草津市役所

エイスクエア

草津川跡地公園（区間５）
de愛ひろば

クサツココリバ

ＹＭＩＴアリーナ niwa＋(ニワタス)の整備

東海道・草津宿テナントミックス事業

（仮称）市民総合交流センター整備事業

北中西・栄町地区市街地再開発事業

ＹＭＩＴアリーナの整備

■（参考）草津市中心市街地の整備状況

草津市の中心市街地においては、草津川跡地公園（区間５）の他、にぎわい創出の拠
点となるポテンシャルを秘めた施設が点在。

No Image

（仮称）草津市立プール整備事業

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、参考として、中心市街地の整備状況を紹介します。
中心市街地では、草津川跡地公園（区間５）以外にも、ＹＭＩＴアリーナ（体育館）やniwa+（ニワタス）東海道・草津宿テナントミックス事業による商業施設などが整備され、今後についても、プールや再開発事業、市民総合交流センターの整備事業などが進められ、さらににぎわい創出が加速します。
また、他の施設も行ってみてください。
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